
北海道低地の超塩基性岩地の植生(3)

3 胆 振 ・日高地方の蛇紋岩崩壊地

本報 1で 紹介 した穂別坊主山周辺部か ら

H高 三石町にかけて、低地に小規模な蛇紋

岩崩壊地が点在する①坊主山以外は小面積

のため、群落の種組成や構造は、周Pllにあ

る温帯落葉広葉樹林林縁のマン ト群落ある

いは林床梓落に類似 している。道路や鉄道

に近い所は、路傍や市街地でおなじみの帰

化植物がヤトと布iしている。

1988年 8ナj12日 の占冠村赤岩附近 と、

昨年 8月 上侑Jの静内町豊畑、静内町川合及

び三才「町蓬栄の 4ヶ 所の蛇紋岩崩壊地にお

ける札ユi調 査結果を整理 して、その概田各を

紹介するの

調査は、いずれ も、lm× lm方 形区を

崩壊地縁辺帝卜を避けてランタ
｀
ムに 5～ 10

区設定 し、各区について、出現種 ごとに、

被度 と栄養休部分の植物高を測定 し、調査

地ごとに各出現種の頻度を求め、平均被度

(C)、 平均梅物高 (H)及 び頻度 (F)か

ら横算優 [崎度 (SDR)を 得て優 占種決定の

指標 としてある。各調杢地における方形区

設定数、出現種数及びllt被率は表 1の とお

メJ谷市 野 坂 志 朗

りである。

(1)|ち冠村赤岩附近の蛇紋岩崩壊地

鵡ナ|1上流部の 「赤岩 。青巌峡Jの 附近に

は、川岸に数か所、小規模な蛇紋イ1崩壊地

が 見 られ る。傾 斜 28°～34°、植被卒 15～

30(平 均 24)%、 出現在総数 15、AFttJ 5 1ff

であった。

ススキ群落であるが、イワウサギシタ
｀
が

日立ち、オオタカネタンポポを含む。周辺

の森林のキ要構成種 ミズナラの稚樹が含ま

れるほか、帰化種の向陽地継i草ヒメスイバ

が僅かに見られた。

表 2 ,li冠村赤岩附近の蛇紋岩崩壊地

(2)静 内町豊畑附近の蛇紋岩崩壊地

静内町単畑附近の1日道合流部に近い川岸

に、極めて小面積の蛇紋岩崩壊地がある。

周囲はヨナラを'ととじたミズナラ林で、高

木第 2層にはハクウンボク、ミツデカエデ、

表 1 方 形区設定数 。出現種数 ・柄被率

調 介 地
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イヌエンジュ等があり、水際にはオノエヤ

ナギ、イヌコリヤナギ、エゾノバッコヤナ

ギ、 コ ゴメウツギ、アカシデ等よりなる2

～3mの 仕t木本木があり、林床はヒメドクサ

を優「li柾とする群落であった。

常時土砂崩れの生 じる部分のみが樹木を

欠き、柚被キ 35～4()%のアイヌミヤコザサ

梓落となっている。

表 3 静 内町料畑1附近の蛇紋岩崩壊地

■壊 打く安定地で、林縁のマン ト群落の一

部が残存 した形のイi羊落 と思われるが、オオ

タカネタンポポを待むことか ら、叱紋北1傑

地的特徴 うゞかが才っ才し、 ま た、 ガく)辺という

ことか ら、乾燥立地に半辺的 な ススキに

体ってヨンが含まれている.

(3)静 内町川合附近の蛇紋岩崩壊地

静内町束静内川合の押1別川沿いの道路近

くに、幅約 20m、 長 さ 45m程 度 で1頃斜

26～30'の蛇紋岩崩壊地がある。周囲は ミズ

ナラ ・エゾイタヤ林であるが、崩独地下端

縁の幅約 40 cmの 流れにはホソバ ミズヒ

キモがかなりの生と見られた。

1方 形区(l m2)当た りふF均 出現種数 8、

出うとllTl総数 34で 、カモガヤ、ヒメジョオン、

アレチマツヨイグサ及びセイヨウタンポポ

の 4種 の帰化植物 を含むが、林縁開放地に

普通のキイチ ゴ類 を含むススキ群落であ

る。

表 4 静 内町川合附近の蛇紋岩崩壊地
の群落細_成表

/ T R調介区を通 じて柾被卒技小竹れは 5%で

この際1の出現柾数は 5、柄被率最大値は

80%で この区の出現柾数は 12であった。こ

の和1被率最大の方形FX_は、アイヌミヤコザ

の群落組成衣
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サが被度 3を 占め、表土が安定 していて、

2種 のシダ植物 ヒメシダとオウレンシダが

合わせ て約 20%の 植被率 を示 しているほ

か、 ス ミレ類 41種がテ己られることは、 /1規ヽ

模の蛇紋岩崩壊地 としては珍 らしい例のよ

うである。なお、ここのアイヌタチツボス

ミレは、アポイタチツボス ミレのア〔!のもの

とは認められなかった。

崩壊地の縁辺部は、高さ 2 m ttit度のガマ

ズミ、 クサギ、 ミ ツバウツギ、アオダモ等

よりなる
｀
そで群落

″
的低木林であった。

“)三 石町蓬栄附近の蛇紋岩崩峡地

三石町市街地の高束約 4 kmの 、三ィ「川

左岸に、比高約 60mで 、ヒタ
｀
カイワザ クラ

のほかシラネワラビ、ヤマガラシ、 ミ ヤマ

センキュウ、ツマ トリツウ等の増i高山性布ri

物を含む維管束llll物約 300 Tft、コケ札成物約

30梅 を産することで角|デ)れる、含能閃イ「片

岩の岩塔 「逢末岩 (蓬末山)Jが あ り、近隣

の丘陵地は蛇紋イ|ヤ】地である。

この遂末ダiとJR「1高線 をはさんで南向

かい側に、傾斜 17～20・の小規模 な蛇紋岩

崩壊地がある。崩壊地下端の JR軌 道敷に

接する部分は、軌道敷にごく浄通に見′,れ

る帰化草本をiと する疎群落があるが、崩

壊地内に入るにつれて、ナガボノシロワレ

モコウ、ツリガネエンジン、イヌヨモキ、

オオヨモギ、アキノキ リンソウ、キタノコ

ギリソウ、ススキ等の、30～100 cm程度の

高さの多年草が 目につ くようになる。

衣 5 三 石町蓬栄附近の蛇紋デi崩壊地

1方 形隊:当た り平r)出現種類 8、 出現な1

総数 20、平均柾被卒 54%(最 小 20%、 技大

92%)で あった。

優 「li凝による群落区分は、エゾヤマハギ

ー イヌヨモギ群落 ということになるが、基

本的にはススキ群落の一型であ り、蛇紋岩

地に残 りやすいエゾムラサキツツジが見ら

たし、僅かにヤマハハ コが|ぜ〔坑 した。蓬末岩

に知 られ るヒダカイワザ クラは見当 らな

かった。

の群落組成表
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